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広報うおづ (2) 

守ろう健康
受げよう検診

2月1日-"'2月7日は成人病予防週間です。

が
ん
、
心
臓
病

脳
卒
中
の
三
大
成
人
病

の
死
亡
が
全
死
亡
の
六
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

少
く
と
も
一
年
に
一
回
は
健
康
診
査
を
う
け
、

自
己
の
健
康
状
態
を
把
握
し
て
、
自
己
管
理
、

健
康
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

魚
津
市
で
、
六
十
二
年
度
の
健
康
診
査
を

受
け
た
方
は
次
の
通
り
で
す
。

一
般
健
康
診
査
の
結
果

位
年
度
は
、
貧
血
、
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
、
肝
機
能
検
査
を
と
り
入
れ
、

結
果
報
告
会
や
健
康
相
談
、
栄
養
指

導
と
併
せ
て
内
容
の
充
実
を
は
か
り

ま
し
た
の
で
、
受
診
率
は
日

・
3
%

(
昨
年
制

・
3
%
)
と
伸
び
て
い
ま
す
。

( ，Qθ，. 1 
((̂  ¥ ¥.ムノJ
、¥、‘'同V

年
に
一

需
が
ん
鵠
診

位
年
ロ
月
現
在

。
要
精
検
問
人
の
内
訳

。

胃

炎

:
:
:
:
:
:

犯
人

。
胃

・
十
二
指
腸
潰
蕩
:・
7
人

。
胃
ポ
リ

l
プ
:
:
:
:
:
:
加
入

。
そ
の
他
の
疾
病
・
:
:
:
:
日
人

。
異
常
な
し
:
:
:
:
:
:
・
:
日
人

。
精
検
未
受
診
:
:
:
:
:
:
必
人

時

弛

哨

細

川

d

鵠
診

※
今
年
の
検
診
で
、
乳
が
ん
が

3
人

み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

75人妻精検 24人<r8%r" (8.9%) 。
要
精
検
M
人
の
内
訳

。
乳
が
ん
:
:
:
:
:
:

3
人

。
乳
腺
症
:・
:
j
i
-
-
:
:
:
:
ロ
人

。
線
維
線
種
j
i
-
-
:
:
:
:
:
1
人

。
そ
の
他
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
人

口
異
常
な
し
j
i
-
-
:
:
:
:
:
6
人

。
精
検
未
受
診
:
:
:
j
i
-
--1
人

子
宮
が
ん
観
論
拶

99人
(8.6%) 

。
要
精
検

3
人
の
内
訳

。
異
型
上
皮
:
:
-
j
i
-
-・
:
:
1
人

。
頚
管
炎
:
:
:
:
:
:
・
:
:
:
:
1
人

。
異
常
な
し
:
:
:
:
:
:
:
:
:
1
人



一
配
核
検
診
の
結
果

上
村
木

宮
津
義
治
さ
ん

(
侃
歳
)

私
は
昨
年
三
月
定
年
退
職
し
、

市
の
健
康
診
断
を
受
け
て
健
康
セ

ン
タ
ー
を
知
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。健
康
セ
ン
タ
ー
に
は
市
民
の
健

広報うおづ(3) 

率
が
高
く
、
昨
年
に
ひ
き
つ
づ
き
第

1
位
で
す
。
上
中
島
地
区
は
昨
年
の

受
診
率
よ
り
著
し
く
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
天
神
地
区
以
外
の
全
地
区
で

昨
年
よ
り
受
診
率
は
高
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

結
核
の
病
気
そ
の
も
の
は
、
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
市
で
は
、
ま
だ
一

O
四
人
(
ロ
月
末
)
の
患
者
が
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
検
診
に
お
い
て
も
、
発
病

の
お
そ
れ
あ
り
の
者
が
幻
人
(
昨
年

は
必
人
)
、
要
注
意
者
が
肝
人
(
昨
年

は
お
人
)
と
い
う
結
果
で
、
ま
だ
ま

だ
、
お
ろ
そ
か
に
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
肺
が
ん
・食
道
裂
孔
ヘ
ル
ニ
ア
・

大
動
脈
拡
張

・
心
肥
大
等
の
異
常
も

多
数
発
見
さ
れ
て
早
期
に
治
療
さ
れ

て
い
ま
す
。

自
分
は
健
康
だ
ノ
と
思
っ
て
い
て

も
1
年
に

1
回
は
決
め
ら
れ
た
検
診

を
積
極
的
に
受
け
健
康
を
確
か
め
ま

し
ょ
、
っ
。

号必、
Ã~ 検核結

(62.12月末現在のもの)

精密検査実施状況

言嘩重量知

位
年
度
の
受
診
者
数
は
一

O
、
八

七
六
人
(
受
診
率
問
・
2
%
)
で
す
。

昨
年
よ
り
時
人
の
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。
地
区
別
に
受
診
率
を
み
ま
す

と
、
片
員
地
区
が
臼

・
8
%と
受
診

健
康
セ
ン
タ
ー
利
用
報
告
(
I
)

エ
ア
ロ
ピ
ッ
ク
ス
運
動
器
を
使
っ
て

健
康
づ
く
り

康
管
理
に
必
要
な
種
々
の
健
康
機

器
が
設
備
さ
れ
て
い
て
、
毎
日
利

用
者
が
通
っ
て
健
康
づ
く
り
に
励

ん
で
い
ま
す
。

私
は
、
そ
の
中
で
か
エ
ア
ロ
ピ

ッ

ク

・
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス

・
サ
イ
ク
ル
。

に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
年
令
、

性
別
、
体
重
、
運
動
コ
ー
ス
を
決

め
、
運
動
中
は
刻
々
と
心
臓
負
荷

数
、
心
拍
数
、
経
過
時
間
、
走
行

距
離
が
テ
レ
ビ
に
表
示
さ
れ
同
時

に
画
面
に
は
景
色
が
写
り
音
楽
に

合
せ
て
ペ
タ
ル
を
踏
む
と
得
点
、

消
費
カ
ロ
リ
ー
、
運
動
達
成
率
、

回
復
率
が
記
録
紙
に
よ
っ
て
取
出

せ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
私

は
身
体
が
軽
ろ
や
か
に
爽
快
な
毎

日
を
す
ご
せ
る
よ
う
に
な
り
、
近

所
の
人
に
も
す
す
め
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
利
用
さ
れ
た
ら
知
何
で

す
か
。

r-ー

工r-- 「ー四i r-

「ーー

一
一'・. 

、1

， 

58 64 62 62 62 60 60 59 58 56 54 53 51 41 

2 8 9 4 3 5 。7 5 5 8 9 1 。

地名区 魚津市体全
片 大 村 経

布施西 下中島
本 松 天

上中島
加 道

上野方
市そ
の

貝 町 木 回 江 居A、 神 積 下 外他

受数診 10，876 276 1，524 1，47 111，304 390 681 1，742 391 324 356 1，184 852 381 31 

仁コ 62年度
亡コ 年度

結核検診地区別受診数及び受診率受
診



(4) 広報うおづ

魚津ヲ予'88 

D 。
自

ω
信司
ド二|

2月11日

魚津西部中学校

「雪
に
鍛
え
」
、
「雪
に
学
び
」
「
雪
に
親
し
む
」
を
テ

l
マ

に
、
今
年
も
2
月
日
日
西
部
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、

「魚
津

っ
子
」雪
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

「魚
津

っ
子
」雪
ま
つ
り
は
、

雪
の
中
で
子
供
と
お
と
な

が
い

っ
し
ょ
に
な

っ
て
遊
び
、

雪
に
負
け
な
い
元
気
な
ち

び
っ
子
を
育
て
る
目
的
で
行
わ
れ
ま
す
。

雪
像
と
雪
の
絵
画
づ
く
り
、

雪
上
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
、

雪
だ
る
ま
づ
く
り
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
模
擬
庖
で
は
、
あ

っ
た
か
い
豚
汁
と
、
す
り
か

ま
汁
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

親
子
い

っ
し
ょ
に
、
冬
の

一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

み
な
さ
ん
方
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

き

ところ

と

企
今
年
は
ど
ん
な

雪
像
が
で
き
る
か
な

写
真
は
、
昨
年

「あ
り
が
た

い
で
賞」

を
受
賞
し
た
、
民

生
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
が
作

っ
た
大
仏

お
も
な
内
容

。
雪
に
鍛
え
、

雪
に
親
し
む

・
雪
上
集
団
ゲ

l
ム

-
ミ
ニ
ス
キ
l
・
ソ
リ
競
争

.
雪
を
利
用
し
た
魚
津
の
ギ

ネ
ス

(雪
玉
遠
投
、

雪
玉

積
上
げ
競
技
な
ど
)

。
雪
に
学
ぶ

.
雪
像
と
雪
の
絵
画
づ
く
り

.
雪
だ
る
ま
づ
く
り

・
雪
博
士
ク
イ
ズ

(雪
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識

ク
イ
ズ

)

模

擬

庖

-
豚
汁
、
す
り
か
ま
汁
(
無
料
)

・
う
ど
ん
、
甘
酒
、
や
き
そ
ば
、

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
等
(
有
料
)

ヘ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

青
年
会
議
所
、
J

/
郵
便
局
の
皆
さ
ん
が
賛
助
出
屈
し
ま
す
。」

12 :00-14 :00 

14 :00-14 :20 

プログラム~
受付集合

オープニング ・パフォーマ

ンス 魚津西部中学校ブラ

スバンド部

開会式

・鈴割り

・ミニスキー リレー

.ソリリレー

・雪上ドラゴン競争

・雪上ノータ ッチド ッヂボ

-)レ

・雪上ミニサッカー

.人間パワー遊び

・雪上かるた取り大会

.雪のギネス

・雪博士クイズ

・三世代交流ゲートボール

大会

閉会式

- 9:30 

9 :30-10:00 

10 :00-12 :00 



(5)広報うおづ

会場霧肉図

民家

愛

育

園

次のとおり臨時駐車場を設けてありますが

混雑が予想されますのでなるべく車でのご

来場はご遠慮、ください。

・魚津総合庁舎 ・魚津保健所

・魚津社会保険事務所 ・市民会館

聞い合わせ先

「魚津っ子」雪まつり実行委員会事務局

市役所社会福祉課内 ft22-2200

内線 123



(6) 広報うおづ

1
月

6
日
、
恒
例
の
魚

津
市
消
防
機
関
出
初
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
市
役
所

前
で
分
列
行
進
を
行
っ
た

後
、
市
役
所
前
公
園
で
各

分
団
に
よ
る
一
斉
放
水
を

行
な
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
市
役
所
大
会

議
室
で
行
わ
れ
た
式
典

で
次
の
方
々
が
昭
和
臼
年

優
良
団
員
と
し
て
富
山
県

消
防
協
会
魚
津
支
部
長
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

V
魚
津
支
部
長
表
彰

第

5
分
団
団
員

町

士
ロ
A
居

武

第

6
分
団

第
8
分
団

団
員" 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

第
9 .. 
分"

団

" " 

" 

" 

" 

" 

" 

" 

第
日
分
団

第
ロ
分
団

" " 

" 

" 

" 

" 

第
14 日

分 "
団

" " 
大窪小高経加米大平伊林宝田岩宮木
沢田倉瀬沢藤沢江野藤 田中田嶋下

時幸三久義 甚乙良 貞勝
次勲治実男晴昭実修宰三次茂昭美昭

主~~霊宝建議総務総自主総税務総務諮務総務総務総滋磁器議議~怒諮怒器援務自実認識議議諮5実践5実践滋諮5建議議器室~~建主実践E葉桜

位

年

中

市

の

火

災

急

救

等

の

火
災
は
、
件
数
で

2
件
の
増
加
と
な
り
建
物
焼
損
面
積
、

損
害
額
と
も
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。
火
災
原
因
は
火
気
の
取

扱
い
不
注
意
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

救
急
は
、
前
年
に
比
較
し
て
、
3
件
の
減
少
で
近
年
横
這
い
状
態
で
、
急

病
、
交
通
事
故
、
一
般
負
傷
が
全
体
の
邸
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り

1
日

平
均
2
回
の
出
場
で
、
市
民

ω人
に

1
人
の
割
合
で
医
療
機
関
に
搬
送
さ
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昨年との比較

ょに
62 年 61 年

出場救急搬送 出場救急搬送

件数件数人員 件数件数人員

メ口入 計 757 712 744 760 697 729 

火 災 3 3 3 2 2 2 

自然災害

水難事故

交通事故 183 169 196 166 150 182 

労働災害 12 12 14 18 17 18 

運動競技 5 5 8 11 11 14 

一般負傷 114 111 112 111 107 107 

加 害 6 6 6 8 8 8 

自損行為 9 7 7 12 7 7 

急 病 371 357 357 369 352 352 

転 院 38 38 38 32 32 34 

他~f 医師搬送 2 2 6 6 

その他 14 2 3 25 5 5 

不搬送 45 63 

《救急 》



広報うおづ(7) 

r_ 

E》ミf6 2年 6 1年 比較増減
火災件数 17 15 2 

建 物 14 14 。
林 野 2 2 

船 舶

車 両 l ム l 

そ の他 1 l 

焼損棟数 14 19 ム 5 

全 焼 2 7 ム 5 

半 焼 l 1 。
部分焼 11 11 。

焼損 建物(財) 336 1，327 ム 991 

面積 林野(a ) 69 69 

り災 世 帯 13 11 2 

全 損 1 5 ム 4 

半 損 l 1 。
損 11 5 6 

り災 人 員 55 40 15 

J 損害額(千円) 15，839 51，816 ム35，977

建物小計 13，246 51，749 ム38，503

建 物 9，582 44，737 ム35，155

t 収 容 物 3，664 7，012 ム 3，348

林 野 1，857 1，857 

船 舶

車 両 67 ム 67 

その他 736 736 

死 者 l 2 ム l 

f纂 者 4 6 ム 2 

概況災火年62 和目白

くれぐれもご用心、ご用心一 議

ス
w

官
一必

付

繍

糠

税

引
創

刊刷…即

効

問M

M
町四

沼
山
活

難

問
削

海

総

て

詰

式

掛

川

間M

-
t
R

時
間

出

劉

川

憾

雄

i
間
同

日
E
F
間
縄

問

職

鈴

川
防

関

‘
.I
L

ia
，
総

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

全
国
統
計
に
よ
る
冬
道
の
交
通
事
き
る
④
道
路
が
狭
く
な
る
等
危
険
が

故
の
ワ
ー

ス
ト
3
は
ス
リ

ッ
プ

事

故

増

大

し

ま

す

。
冬
道
運
転
す
る
と
き

(
η
%
)
、
視
界
不
良
事

故

(
日
%
)
、
の
心
構
え
と
し
て
次
の
こ
と
に
注
意

わ
だ
ち
事
故
(
9
%
)
と
な
っ
て
お
し
ま
し
ょ
う
。

り
ま
す
。
冬
道
の
特
徴
は
①
滑
り
や

l
心
身
に
ゆ
と
り
を
も
ち
ま
し
ょ

す
い
②
見
え
に
く
い
③
わ

だ

ち

が

で

う

。

2
走
行
用
具
、
車
両
の
準
備

・
点

検
は
十
分
に
(
雪
が
降
っ
て
か

ら
で
は
遅
す
ぎ
る
)
-

3
ゆ
と
り
あ
る
計
画
を
(
道
路
条

件

・
気
象
条
件
を
よ
く
チ
ェ
ッ

ク
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。)

富
山
県
道
路
情
報
セ
ン
タ
ー

(
己
七
六
回
|
三
ニ
ー
ー
ニ
ニ
ニ
=
一
)

4
冬
道
運
転
の
携
行
品
(
遠
出
は
万

一
を
考
え
て
し
っ
か
り
準
備
)

ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ

・
ス
コ
ッ
プ

・

ブ
ー
ス
タ
ー
ケ
ー
ブ
ル

・
砂

・

ジ
ャ

ッ
キ・

ス
ノ

l
へ
ル
パ

l
・

け
ん
引
用

ロ
ー
プ

・
タ
イ
ヤ
チ

ェ
ー

ン

・
ス
ノ

l
ブ
ラ
シ

・
作

業
用
手
袋
等
。

安
全
運
転
が
冬
の
楽
し
い
ド
ラ

イ
ブ
を
保
証
し
ま
す
。

0
告
示
日

O
選
挙
の
期
日

片
良
川
沿
岸
用

水
土
地
改
良
区

総
代
選
挙
が
、

行
わ
れ
ま
す
。

昭
和
臼
年
2
月
初
日
任
期
満
了

に
よ
る
片
員
川
沿
岸
用
水
土
地
改

良
区
の
総
代
選
挙
が
、
次
に
よ
り

執
行
さ
れ
ま
す
。

。
選
挙
す
べ

き
総
代
の
数

ω人

2
月
四
日

2
月

n
B

百骨.. ィ



(8) 

市

県

民

税

の

申

告

所
得
税
の
確
定
申
告

2
月
何
日
側
か
ら

3
月
日
日
側
ま
で

広報うおづ

昭
和
白
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
、
日
年
度
市
県
民
税
の
申
告
は

2

月
向
日
か
ら
受
け
付
け
が
始
ま
り
、

申
告
期
限
は

3
月
間
固
ま
で
で
す
。

ニ
の
申
告
は
、
公
平
な
課
税
資
料

ゃ
い
ろ
い
ろ
な
証
明
資
料
と
な
る
大

切
な
も
の
で
す
。
み
な
さ
ん
正
し
い

申
告
を
期
限
内
に
し
ま
し
ょ
う
。

市
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

-
申
告
は
正
し
く
、
お
早
め
に

市
県
民
税
の
申
告
書
は

2
月
中
旬

に
配
付
し
ま
す
。
同
封
の
「
申
告
書
の

書
き
方
」
を
よ
く
読
ん
で
必
要
事
項
を

正
し
く
記
入
の
上
、

3
月
日
日
ま
で

に
市
税
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

(
郵
送
で
も
け
つ
こ
う
で
す
)

A
V
市
県
民
税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
方

l
事
業
所
得
等
の
あ
る
方

2
給
与
所
得
の
他
に
農
業

・
不
動
産

等
の
所
得
の
あ
る
方

3
雑
損

・
医
療
費
等
の
控
除
を
受
け

ょ
う
と
す
る
方

4
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
が
、
な

か
っ
た
方

A
V
市
県
民
税
の
申
告
を
し
な
く
て
も

よ
い
方

1
税
務
署
へ
所
得
税
の
確
定
申
告
書

を
提
出
さ
れ
る
方
。
又
は
提
出
さ

れ
た
方
。

2
会
社
、
事
業
所
等
勤
務
先
で
源
泉

徴
収
を
さ
れ
て
い
る
方
。

3
生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
て
い

る
方
。

lま
所
得
税
の
申
告
と

還
付
申
告
に
つ
い
て

-
次
の
よ
う
な
方
は
所
得
税
の
確
定

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い

l
事
業
所
得
者
の
場
合

①
所
得
の
合
計
額
が
控
除
の
合
計
額

を
超
え
る
方

②
予
定
納
税
し
て
い
る
方

2
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

①
年
収
が
一

、
五

O
O万
円
を
超
え

る
方

②
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

い
る
方

③
給
与
以
外
の
所
得
が
二

O
万
円
を

超
え
る
方

V
次
の
よ
う
な
方
は
、
還
付
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。

ー
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
で
医
療
費
控
除
・住

宅
取
得
特
別
控
除
等
を
受
け
る
方

2
年
の
中
途
で
退
職
し
た
た
め
年
末

調
整
を
受
け
て
い
な
い
方

3
所
得
の
少
な
い
方
で
利
子

・
配
当

等
の
所
得
の
あ
る
方

※
還
付
申
告
は

2
月
日
日
以
前
で
も

で
き
ま
す
か
ら
早
め
に
書

い
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申

告

相

談

のご
案

内

市
税
務
課
で
は
申
告
書
の
正
し
い

記
載
方
法
等
の
申
告
相
談
を
2
月
日

日

ωか
ら
3
月
日
日

ωま
で
の
問
、

市
役
所
税
務
課
内
に
申
告
相
談
所
を

設
け
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た

電
話
に
よ
る
相
談
(②
2
2
0
0
)
も

行

っ
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
相
談
会

場
は
大
変
混
雑
し
、
落
ち
着
い
て
相

談
で
き
な
か
っ
た
り
、
長
い
時
間
待

っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
も
な

り
ま
す
の
で
、
申
告
は
で
き
る
だ
け

早
く
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

av 
t 

昭和62年度
固定資産税第4期

国民健康保険税第

4期の納期限は

2月29日です。

納税刻イド農
協
各
支
所
等
で
も
相
談
を

次
の
日
程
で
各
農
協
支
所
等
で
も

地
区
別
の
臨
時
申
告
相
談
所
を
聞
き

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

(
各
会
場
と
も
相
談
時
間
は
午
前

9
時
ぬ
分
か
ら
午
後
4
時
ま
で
で

す
。)

相談日 該当地区 と 、、ー.. ろ

2月17日制 天神地区 農協天神支ー所

2月18日附 片貝地区 片貝公民館

2月19日幽 上野方地区 上野方公民館

2月22日明) 松倉地区 農協松倉支所

2月23日ω 経団地区 経団信用農協
2月24日附 下中島地区 農協中島支所

2月25日附 上中島地区 農協中島支所

2月26日働 西布施地区 農協西布施支所



下水道と
ね
た
ル

;山一)た

シ
リ
ー
ズ

下
水
道
と
わ
た
し
た
ち
制

。
下
水
道
の
歴
史
々

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
の

四
年
生
で
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
ま
す
が
、

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
う
え
で
下

水
道
の
は
た
す
役
割
が
非
常
に
大
切

な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
市
の
広
報
を

と
お
し
て
お
と
ど
け
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
住
ん
で
い
る
ま
ち

が
発
展
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
下
水

道
の
役
割
も
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。
下
水
道
が
な
け
れ
ば
、

わ
た
し
た
ち
は
快
適
(
か
い
て
き
)
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

で
も
、
こ
ん
な
に
大
切
な
下
水
道

も
魚
津
市
で
は
、
昭
和
印
年
度
か
ら

工
事
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

一

日
も
早
く
ま
ち
の
す
み
ず
み
ま
で
下

水
道
が
ゆ
き
わ
た
る
た
め
に
、
市
で

は
、
毎
年
計
画
を
た
て
て
工
事
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

広報うおづ(9) 

こ
こ
で
、

明 江

鎌代倉時 安代平時 代奈良時
年治

戸代時3 号
年

地き水管う日行すはが尿農業きレ日渠城京平じ
王によ か本 じ始ま) んが本式 ) 

つりがんにる。め 利をに)野高 が)よ な
〈ゆ横j兵(は てる。 しに のでにきう

、ー-
らう 管陶じ コ 用すにで山水き下水き とれ(のめレ よき(せるよ

た。居留外因人)て ラ るうる。やこう ん う
カf

ののがこ( ト よ( ら
)下と流とし イ(平



広報うおづ (10)

あなたの撮った (まちの話題)写真を募集しています。投稿される

方は、写真の他に、日付 ・場所・内容 (200字程度)・住所・氏名を書
いた別紙を添えて、毎月 10日までお寄せく ださい。投稿されたなかか

ら1-2点をこのページでご紹介します。

市役所広報担当係釈迦堂卜10ー|

カメラ
(ft22ー2200内線 161)

レポ

" 

白寿おめでとう
大光寺(新川ヴィーラ)の辻つねさんは、1月26日めでたく白

寿 (99歳)の誕生日を迎えられ清河市長から祝状、毛布などが贈

られました。つねさんは市では4番目の長寿者です。

ますざい
、~ゃ

¥ー

4
3年
も
大
海
・
航
海
安
全
を
H

魚
津
市
航
海
安
全
大
漁
祈
願
祭

1
月
ロ
日
富
山
県
鮭
鱒

・
魚
津

・
経
団

・
道
下
の
各
漁
協
と
魚
津
市
出
漁

団
と
の
共
催
に
よ
る
魚
津
市
航
海
安
全
大
漁
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
事
の
あ
と
、
清
河
市
長
や
県
知
事
な
ど
の
激
励
を
受
け
、
参
加
者

一
同

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

な
お
、
祈
願
祭
で
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

表
彰
者
氏
名

(敬
称
略
)

マ
富
山
県
出
漁
組
合
連
合
会
長
表
彰

木
下

清
光

浜

田

洋

一

マ
同

一
船
主
二
十
五
か
年
表
彰

高
瀬

昭

則

早
川

マ
同
一
船
主
二
十
か
年
表
彰

水

野

隆

夫

政
義

早
)11 

進

v 

楽
し
い

年
を

魚
津
西

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
交
換
学
生
と
し

て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
や

っ
て
き
た
、
ク
リ
ミ

ン

・
タ
ム
ラ

・
リ
ー
さ
ん
が
、
1
月
初
日
、
市
役

所
を
表
敬
訪
問
。

リ
ー
さ
ん
は
、

一
年
間
、
ホ

l
ム
ス
テ
ィ
し
な

が
ら
新
川
高
校
に
通
い
、
勉
強
に
ス
ポ
ー
ツ
に
、

高
校
生
活
を
楽
し
む
。

相
談
案
内

行

政

相

談

と

ろ
午日毎
市後月
役 1 第
所時 l 
市 L
民 4 第
相時 3 
談木
室 曜

と
き

市

民

相

談

毎
日
(
日
曜

・
祭
日
は

除
く
)

午
前
9
時

1
午
後

5
時

と
こ
ろ
市
役
所
市
民
相
談
室

と
き

教

育

相

談

毎
週
月

・
木
曜
日

午
前
9
時

i
午
後
5
時

と
こ
ろ
教
育
セ
ン
タ
ー
相
談

室

宮
②
2
4
9
5

と
き

内

職

相

談

と
き

毎
週
火

・
水

・
金
曜
日

と
こ
ろ
市
役
所
商
工
観
光
課

内

高
年
齢
者
職
業
相
談

一一一一一一一一‘ “一 日一‘~....‘山山........山

とと
こき

ムー

咋

日

(
日
曜

・
祭
日
は

除
く
)

午
前
9
時

1
午
後

5
時

市
役
所
高
年
齢
者
職

業
相
談
室
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辻つね 2月日6サロン 2月4球選権卓手大会 権大会 フレy 1月7成式人 月1目5航安海全大 月1日2新年水 1月0選挙理管委会員 校小学始業式中 月8日 初消防出 月6日 新年貝 月3 会 広域川 2出目6中学校豆主A 帥 側2目4 

君白 側サ (日日) ン(日目) 恰) ω泳(日日) 樹 附 詞主会(日日) 呈務車圃坦 目γ ; ・
できツ ユ フ め式

カ テ 祈願漁祭 エ

喜|ニス 三ろ 月26 -町.
‘-章 ル 合議 日 と

広報うおづ。1)

ェl
h
b

、?
3
μ

ー

体
と
し
て
次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し

虫
宮
市

v
n
lノ
、メ
ι
与

t
よ
ノ

た
。

1
月
日
日
市
民
会
館
で
約
捌
名
の
寺
田
信
行
さ
ん

新
成
人
者
を
招
き
昭
和
臼
年
魚
津
市

(
吉
野
)

成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中

島

裕

一

さ

ん

式

典

で

は

清

河

市

長

、

若

島

議

長

(

本

江

元

町

)

の
激
励
、
お
祝
い
の
言
葉
、
石

垣

幸

横

田

雅

幸

き

ん

恵

さ

ん

の

力

強

い

青

年

の

主

張

に

会

(

上

村

木

)

場
に
集
っ
た
新
成
人
者
た
ち
は
心
を
林
賢
伸
さ
ん

新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

(北
山
)

ま
た
、
優
良
青
年
、
優
良
青
年

団

松

倉

校

下

青
年
団

‘温水プールで初泳ぎ
1月10日、 市営温水プールて¥第8回新年水泳フェ

ステパルが聞かれ、小中学生をはじめ一般の方が約300

人参加、ビート板レースや自由型、水中玉入れゲーム

などに外の寒さも忘れ初泳ぎを楽しんだ。

，2月ア日は | 
北方領土の日」

北海道の北東にある北方四島(醤義諸島 ・包持島 ・

菌桜島 ・訣註島)は、わたしたちの祖先が大変な苦労

を重ねて開拓してきた島々です。戦後、ソ連に占拠さ

れたままで、一日も早い返還が望まれます。

図略土領方
'

レし

ρ
s

」
4

片
山

島

誠
一グ

f開



(12) 

み
ん
亀
の
ま
.
漏

E
V

広報うおづ

第
ロ
固
魚
津
市
民

卓
球
大
会
の
開
催

マ
と

き

3
月
日
日
同

午
前
8
時
初
分
か
ら

総
合
体
育
館

マ
と
こ
ろ

マ

種

目
〈
団
体
戦
〉

・
地
区
対
抗
戦

〈個
人
戦
〉

・
小
学
校
の
部
(男

・
女
)

・
中
学
校
の
部
(男
・
女
)

・
一
般
男
子
(
一
部

・
二
部
)

市
総
合
体
育
館
に

卓
球
台
ロ
台
寄
贈

市
車
球
協
会
会
長
の
江
幡
年
是

さ
ん
が
、
市
総
合
体
育
館
に
、
国

際
級
の
試
合
に
使
え
る
公
認
車
球

台
ロ
台
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

1
月
刊
日
に
、
新
し
い
車
球
台

を
使
っ
て
、
協
会
員
た
ち
が
合
同

練
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
の
車
球
技
術
の
向
上
や
普

及
振
興
に
、
多
い
に
役
立
つ
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
一
般
女
子
ご
部

・
二
部
)

.
男
子
印
歳
以
上
の
部

・
女
子
シ
ニ
ア
の
部

マ
競
技
方
法
団
体
戦
は
予
戦
リ
ー
グ
戦
を

経
て
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
。

個
人
戦
は
全
て
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
で
行
い
ま
す
。

マ
参
加
資
格
市
内
在
住
者
及
び
通
勤
、
通

学
者
(
小
学
生
以
上
)

マ
問
い
合
せ
先

市
車
球
協
会
事
務
局

小

松

昇

(
宮
@
2
3
4
0
)

第
ロ
回
魚
津
市
民

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
の
開
催

マ
と

2
月
幻
日
目

午
前
8
時
鈎
分
か
ら

総
合
体
育
館

き

マ
と
こ
ろ

マ
種

目

〈
団
体
戦
〉

・
地
区
対
抗
戦

(
3
ダ
ブ
ル
ス

8
人
編
成
)

-
男
子
ダ
ブ
ル
ス
(
お
歳
以
上
)

.
女
子
ダ
ブ
ル
ス
(制
限
な
し
)

.
男
子
ダ
ブ
ル
ス
(制
限
な
し
)

〈個
人
戦
〉

・
中
学
校
の
部
(
男

・
女
)

・
一
般
男
子
の
部
(
一
部
・
二
部
)

.
お
歳
以
上
男
子
の
部

・
一般
女
子
の
部
ご
部
・
二
部
)

.
家
庭
婦
人
の
部

午前 面 6 ，~1 
へ 日331

空 ( にの の~
一ぞ 歩

今 ぷzフ、bz 、
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@
全
種
目
ダ
ブ
ル
ス
戦
に
て
行

い
ま
す
。

マ
参
加
資
格
市
内
在
住
者
、
通
勤

者
及
び
東
西
中
学
校
生
徒

マ
そ
の
他

試
合
用
シ
ャ
ト
ル

コ
ツ

ク
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
申
込
み
方
法
2
月
凶
日
制
ま
で

に
総
合
体
育
館
へ
申
込
み
く

だ
さ
い
。

マ
問
い
合
せ
先
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会
事
務
局

保

要

孝

三

(
宮

@
0
7
0
4
)

魚
津
市
民
体
育
大
会

第
羽
田
ス
キ
l
競
技
会

2
月
7
日
但

午
前
8
時
か
ら

マ
と
こ
ろ
大
谷
温
泉
ス
キ
l
場

※

一
般
の
方
は
、
当
日
申
込
み
で
き

ま
す
。

マ
と

き

…
受

講

生

募

集

/

…

…

冬
期
親
子
体
力
づ
く
り
教
室
開
設
…

一
親
子
の
ス
キ
ン
シ

ッ
プ

を

通

し

ト

ラ

ン

ポ

リ

ン

運

動

等

一

…
て
、
日
頃
の
親
の
運
動
不
足
と
、
マ
対
象
者

3
歳
児
1
小
学
校
4

…

一

子

供

の

基

礎

体

力

づ

く

り

に

役

立

年

生

迄

の

親

子

一

…
て
る
た
め
、
次
に
よ
り
開
設
い
た
マ
受
講
料
無
料
(
た
だ
し
、
保
険

…

…
し
ま
す
。

料
二

O
O円
と
入
館
料
が

…

一

マ

と

き

2

月

日

日

、

羽

田

、

必

要

)

一

…

3
月
5
日
、
ロ
日
、
四
日
、
マ
申
込
み
方
法
2
月
刊
日
ま
で

…

一

初

日

6

回

コ

l
ス

に

、

市

総

合

体

育

館

へ

お

一

…

午

後

2
時
j

3
時

ぬ

分

申

し

込

み

く

だ

さ

い

。

…

…

マ
と
こ
ろ
魚
津
市
総
合
体
育
館

宮
@
1
2
6
3

…

…
マ
教
室
の
内
容
楽
し
い
親
子
の

F
r
l
R
I
l
l
b
.
 

• 
b
w
-
斗
1
1
1
1

一

一

あ
そ
び
、
ボ
|
ル
な
わ
を

可
ジ
F

〆
L
M
U
一

一

使
つ
て
の
体
力
づ
く
り
、

F
n
¥
1
4
一

一

…

リ

ズ

ム

体

操

、
マ
ッ
ト、

ハ

A
J濁
…



も
め
た
ぷ
た

ι
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読
書
は
永
遠
の
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
⑪

新
し
い
本
か
ら

〈
一
般
書
〉

総
理
大
臣
の
椅
子
の
値
段神
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(13) 

力、L、1) や

行

美
智
子
妃

河
原

ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
の
千
年
記

ジ
ョ
ン

・
ホ

l
グ

夫
と
妻
の
定
年
人
生
学

吉

武

輝

子

い
ま
の
世
の
中
ど
う
な
っ
て
る
の

本

田

靖

春

書
の
た
め
の
漢
詩
手
帖
進
藤

虚

績

ほ
ん
も
の
の
漢
方
薬
用
酒黒

須

広

章

小
林
カ
ツ
代
の
ち
ょ
っ
と
ご
ち
そ
う

小
林
カ
ツ
代

〈
文
学

・
小
説
〉

放
浪
行
乞
山
頭
火
百
二
十
句

金

子

兜

太

私
の
酒
造
り
唄

秋
山
十
三
子

捕
鯨
船
団
女
ド
ク
タ
ー
南
氷
洋
を
行

敏
明

体長50αnに達する大型のイ力で日本各地の沿岸から沖

合にすみ、富山湾では冬から春にかけて定置網などで漁

獲される。 2""'3月の産卵期には沿岸におしょせ交尾を

終えだ雌は海藻や定置網の漁網や口-フに細長い寒天質

の卵塊(30""'6α固の卵ガ入いっている〉を疋くさん産みつ

ける。ヤリイカは直径0.5rnrnを越える太い神経繊維(普通

の動物の数十~数百倍〉をもち神経生理学の絶好の研究

材料となっているo もちろん食べてもおいしく、ほとん

どガ刺島にされる。

く

田

村

京

子

妖
女
の
ご
と
く

遠

藤

周

作

私
の
赤
い
手
帖
か
ら
忘
れ
え
ぬ
言

葉

三

浦

綾

子

二
十
八
歳
の
極
道
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ

家

田

荘

子

姥
う
か
れ

田

辺

聖

子

ぽ
く
の
ム
シ
ョ
修
業

安

部

譲

二

弟

よ

/

っ
か
こ
う
へ
い

四
万
十
川
の
女

畑

山

博

西
域
伝
大
唐
三
蔵
物
語

上

・
下

伴

野

朗

恐
怖
同
盟

阿

万

田

高

頬

よ

せ

て

ホ

ノ

ル

ル

片

岡

義

男

築
城
三
代

井

上

宗

和

騎
舵
の
癌
に
ま
た
が
っ
て

三
好
達

治

伝

石

原

八

束

借
り
出
し
は
、

3
冊

2
週
間
ま
で

で
、
無
料
で
す
。

2
月
の
日
曜
開
館

2
月
刊
日
(
第
2
日
曜
)

翌
日
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

な
お
、
第
4
日
曜
は
月
末
休
館
で

す
。

* 合 女

とい と と
こず

き 短 き )11
ろれ
も
歌 2 柳

魚津市立

2 

午後 2月0 教 午後 1月9 教
1 日 1 日

書館図
時出 室 時幽 室

30 
4 4 分
時 時 j

ーーーーーーーーーーーーーーー-- -ー 且 a邑且且ーーーー --------血-

ふ
る
さ
と
の
歴
史
講
座

2
月
幻
日

ω

午
後
1
時
初
分
i

魚
津
市
立
図
書
館

浦

田

浩

先

生

(
県
社
会
教
育
課
長
)

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

会

と

き

合

講と

師ろ
2
月
の
市
民
会
館

大
ホ

i
ル
催
物

映(富催主 会映画子親ま {雀

物
社画教育山 んが

名

I AM 14 と
10日

き時(日)

七小九大人
場料入。 人 0

。円 。円

経
営
セ
ミ
ナ
ー

開
催
の
ご
案
内

。
日
時

3
月
1
日

ω午
後
1
時

初
分
i
4
時
初
分

。
場
所
魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
l

o
対
象
経
営
者
、
職
場
の
リ
|

ダ

l
、
そ
の
他

。
演
題
・
講
師

「
経
営
者
の
話
力
」

K
N
B
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

吉
友
嘉
久
子
氏

「
よ
り
豊
か
な
未
来
へ
の
挑
戦
」

(
予
定
)

株
式
会
社
ト
ヨ
ッ
ク
ス
専
務

宮

村

正

司

氏

一
企
業
に
つ
き

一、

0
0
0円

。
受
講
料

o
主
催
魚
津
地
域
職
業
技
能
開
発
協
会

富
山
県
中
小
企
業
家
同
友
会

お
問
合
せ
は
、
魚
津
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
宮
@
9
5
7
9

文
化
講
演
会

Q
C
事
例
発
表
会

マ

と

き

3
月
5
自
由

午
前

9
時
i
U
時
日
分

マ
と
こ
ろ
魚
津
市
民
会
館
ホ

l
ル

マ

講

師ア
イ
シ
新
和
側

常

務

取

締

役

原

義

輝

氏

マ
入
場
料
無
料

マ
主
催
魚
津
商
工
会
議
所
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国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
た

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
は
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
し
よ
う
、
保
険
税
第

4

期
納
期
限
、
一
口
医
学
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
、

酸
素
運
動
(
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
)
を
し
よ
う

運
動
に
は
酸
素
を
非
常
に
多
く
使

う
酸
素
運
動
(
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
)
と
筋

力
は
使
う
が
あ
ま
り
酸
素
を
必
要
と

し
な
い
、
た
と
え
ば
重
量
上
げ
や
い

っ
き
に
走
り
ぬ
け
る
短
距
離
の
よ
う

な
無
酸
素
運
動
(
ア
ネ
ロ
ビ
ク
ス
)
と

が
あ
り
ま
す
。

実
は
、
運
動
不
足
を
解
消
す
る
に

は
酸
素
運
動
で
な
け
れ
ば
本
当
の
効

果
が
あ
が
ら
な
い
こ
と
が
、
最
近
の

運
動
生
理
学
の
研
究
で
わ
か

っ
て
き

ま
し
た
。

(
無
酸
素
運
動
は
筋
力
を

強
め
た
り
、
柔
軟
性
、
敏
し
よ
う
性

な
ど
を
養
う
効
果
が
あ
り
ま
す
。)

ラ
ン
ニ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど

の
よ
う
に
、
全
身
運
動
を
ゆ
っ
く
り

し
た
ペ
ー
ス
で
長
く
続
け
て
い
る
と
、

呼
吸
が
は
ず
ん
で
、
息
づ
か
い
が
あ

ら
く
な
り
ま
す
。
こ
の
状
態
で
、
た

く
さ
ん
の
空
気
を
吸
い
こ
み
な
が
ら

一
定
時
間
続
け
る
こ
と
が
酸
素
運
動

で
す
。
つ
ま
り
、
健
康
に
よ
い
運
動
と
は
、

力
を
入
れ
た
り
一
気
に
走
っ
た
り
す

る
運
動
で
は
な
く
、
全
身
の
筋
肉
を

使
っ
た
軽
い
運
動
で
、
肺
や
心
臓
が

軽
快
に
働
く
運
動
を
時
間
を

か
け
て
行
う
こ
と
で
す
。

こ
う
し
た
運
動
の
効
果
を

あ
げ
る
た
め
に
は
、
最
低

5

分
間
は
続
け
て
運
動
す
る
必

要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
酸
素
運
動
と
し
て

は
、
急
い
で
歩
く
、
ゆ
っ
く

り
走
る
、
水
泳
、
サ

ッ
カ
ー
、

左声。
Z帯|口|
手荷|事|
室工⑨
1cJ:ノ

用
Is¥ 

歌
手
が
声
帯
ポ
リ

l
プ
を
手
術

し
た
と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す

が
、
普
通
の
人
で
も
カ
ラ
オ
ケ
の

度
が
過
ぎ
る
と
ポ
リ

l
プ
が
で
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

声
を
出
す
と
き
に
は
左
右
の
声

帯
が
互
い
に
ぶ
つ
か
り
合
う
の
で

す
が
、
激
し
く
ぶ
つ
か
り
合
う
部

分
に
、
た
こ
や
水
ぶ
く
れ
の
よ
う

な
ポ
リ

l
プ
が
で
き
る
も
の
。
し

ゃ
が
れ
声
に
な
っ
た
り
、
声
が
出

な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
特
に
演

歌
は
の
ど
を
し
め
た
発
声
が
多
い

た
め
、
ポ
リ

l
プ
が
で
き
や
す
い
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

な
お
言
、
つ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す

が
、
自
分
の
体
力
に
み
あ
っ
た
運
動

を
選
ぶ
、
た
え
ず
健
康
状
態
に
気
を

つ
け
て
行
う
、
急
激
に
や
ら
な
い
、

毎
日
少
し
ず
つ
行
う
、
長
続
き
す
る

よ
う
努
力
す
る
こ
と
な
ど
が
大
切
で

す
。

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も
手

軽
に
で
き
る
の
は

「
歩
く
」
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

カ
ラ
オ
ケ
が
あ
る
と
こ
ろ
は
空

気
が
乾
燥
し
て
汚
れ
て
も
い
る
と

い
う
声
帯
に
悪
い
条
件
に
プ
ラ
ス
、

お
酒
飲
ん
で
大
声
:
:
:
は
い
け
ま

せ
ん
。
声
帯
を
守
り
な
が
ん
カ
ラ
オ
ケ

を
楽
し
む
に
は
、
一
曲
歌
っ
た
ら

三
分
で
も
五
分
で
も
よ
い
か
ら
黙

っ
て
の
ど
を
休
め
る
こ
と
。
少
な

く
と
も
ト
ー
ン
を
下
げ
て
話
す
よ

う
に
、
ま
た
酒
、
タ
バ
コ
は
控
え
、

風
邪
の
と
き
は
歌
わ
な
い
こ
と
。

治
療
は
ま
ず
沈
黙
。
声
帯
を
休

ま
せ
ま
す
が
、
症
状
に
よ
っ
て
は

手
術
も
必
要
。
カ
ラ
オ
ケ
ポ
リ

l

プ
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
こ
う
頭
が

ん
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
か
ら
、
声
が
変
に
な
っ
た
ら
早

め
に
医
師
に
相
談
を
。

国
民
健
康
保
険
税

第

4
期
の
納
期
限

は
2
月
初
日
で
す

国
保
加
入
者
の
医
療
費
の

7
割
一

一
は
、
国
庫
負
担
金
と
保
険
税
な
ど

川

一
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
保
険
一

…
税
が
未
納
に
な
る
と
財
政
が
苦
し

…

い
く
な
り
、
国
保
制
度
が
運
営
で
き
い

〈
な
く
な
り
ま
す
。
今
月
は
臼
年
度
川

)
の
最
後
の
納
期
限
で
す
。
期
日
ま
山

川
で
に
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

一
「
耳
の
日
」
無
料
相
談
会

↑

の

開

催

-

一

3
月
3
日
は
「
耳
の
日
」
で
す
。
一

一
こ
の
日
を
記
念
し
て
耳
の
検
査
一

一F
や
補
聴
器
の
交
付
・
修
理
な
ど
の
一

一
相
談

を

行

な

い

ま

す

。

一

一
な
お
、
身
体
障
害
者
の
方
は
、
一

一
印
鑑
と
身
障
者
手
帳
を
ご
持
参
く
一

一
だ
さ
い
。

子

一

ご
v
日
時

3
月
5
日

ω
ょr

一

一

午

前

日

時

か

ら

一

一

辺

時

ま

で

一

一

マ

場

所

魚

津

市

民

会

館

一

一

マ

担

当

医

一

一

↑

富

山

医

科

薬

科

大

学

一

一

ー

耳

鼻

咽

喉

科

医

師

一

一
耳
の
不
自
由
な
か
た
の
一

一
巡
回
相
談

-

z

一

一
マ
日
時
2
月
げ
日
附

ι

一

一.

午
後
1
時
か
ら
3
時
鈎
一

一

分

ま

で

受

付

一

一
マ
場
所
魚
津
市
役
所
大
会
議
室
一

一
マ
相
談
内
容

‘

一

一

1

聴

力

測

定

~

一

一

2
専
門
医
に
よ
る
診
断
一

↑

3
補
聴
器
の
適
合
相
談
他
一

一

マ

判

定

医

一

一

黒

部

市

民

病

院
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一
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一
'

瀧
口
哲
也
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だより
(2月〉

お問い合せは魚津市健康センター

ft24-3999 

保

。
真
成
寺
町

3
の
2
番
地

O
松

田

誠

矢

く

ん

O
昭
和
日
年
ロ
月
3
日
生
(
長
男
)

《
マ
マ
の
一
言
》

久
し
ぶ
り
の
男
の
子

強
く
た
く
ま
し
く

育
っ
て
ほ
し
い

広報うおづ。。

.砂O
一
ニ

ケ

1
0
5
5番
地

0
浜

田

玉

希

ち

ゃ

ん

0
昭
和
日
年
日
月
幻
日
生
(
長
女
)

《
マ
マ
の
一
言
》

女
の
子
ら
し
い
優
し
さ
を
持

っ
て

育
っ
て
ほ
し
い
。

‘F O友
道

1
3
6
4
番
地
の

5

0
中

村

美

緒

ち

ゃ

ん

0
昭
和
臼
年
5
月

5
日
生

(
三
女
)

《
マ
マ
の
一
言
》

心
の
や
さ
し
い
女
の
子
に
育
っ
て

ほ
し
い
。

2
月
の
休
日
診
療
医

2
月

一刻
一
時
奇
-一
定
一
中
央
通
り

日
目
一
附
一
堀
井
医
院
一
士
口

r
b
鴻
L

)

)

1
f
一例
一
割
チ

E
E
一

宮
@
0
1
0
0

H
日一
日
一
松
井
医
院
一

J

@
凹

7
4
5

幻
日
一
間
一
宮
元
医
院
一

J

@
ば

3
9
3

8

1
一。一

5
-5
一haZ

一

新

角

川

犯

旦

同
一
宮
本
医
院
一

J

F
JM

-1
1

2
f
一任一

E
司

E
E
一

宮
@
0
1
2
2

j
一四
一
森
本
医
院
一
新
長
プ
屋

!
i
l

6
日一

任
一
軍
司
巨
院
-

宮
@
1
2
5
3

詩|管 1~ 1首|日|;;
(H) I (団 I(日 I(rl) I (柑 I(円)
川| 吉|佐|牧|坂|小
口|岡|泊|野|下|泉
医歯|医歯|医歯|医歯|医歯|医歯
院科|院科|院科|院科|院科|院科

立
山
町
前
沢

宮

@
1
0
5
1

立
山
町
前
沢

宮

@
1
0
6
6

立
山
町
五
百
石

宮

@
0
2
6
9

上
市
町
南
町

宮
⑫
0
3
3
0

上
市
町
大
坪

宮

η
0
5
1
5

立
山
町
前
沢

宮

@
1
1
6
6

新
川
地
区
休
日
夜
間

急
患
医
療
セ
ン
タ
ー

診

療

日

診
療
時
間

診
療
科
目

所

在

地

日
曜
日

・
祝
日

午
後
7
時
i
午
後
日
時

内
科

・
小
児
科

・
外
科

黒
部
市
三
日
市

(黒
部
市
消
防
署
向
側
)

宮

@
0
7
3
1

※診療時間は、いずれも午前

9時から午後 5時まで。

内 廿ー同 対 象 と き と ー ろ 備 考ー
母親学級(Aコース) 妊婦とその家族 2月26日幽 9:30-16 :00 ー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー参 昼食をご持参く ださい。

母字[i寄児相談 乳児とその家族 2月26日働 13 :00-14 :00 

2月18日(木)
魚津市健康

4カ月児健診 4カ月児 13 :00-13: 30 センター
2月25日(村

8カ月児健診 8カ月児 2月10日(榊 13 :00-14 :00 ー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一→
ツベルクリン反応検査

を併せて行います。
離乳食講習会 8カ月児 2月12日幽 13 :00-15 :00 麻しん(はしか)の接

-一→

1歳6カ月児健診 61年 7月生まれの幼児 2月23日(刈 13 :00-14 :00 ・・・・・・・・------------------ー 極券を発行します。
股関節脱臼検診 3カ月児 2月4日(柑 13 : 00 -13 : 30 

|車宰附60.l.16-1.31生まれの児 2月3日(水)
尿の検査があります。

3歳児健診 60 . 2 . 1 -2 . 15生まれの児 2月17日(水)
60 . 2 . 16 -2 . 28生まれの児 3月2日(水)

ツベルクリン反応検査 8カ月児 2月10日(水) 13: 30-14 :00 魚津市健康センター

S.C.G予防接種 8カ月児 2月12日幽 13 : 00 -14 : 00 魚津市健康センター

育児サロン 幼児と保育者 2月19日幽 10 :00-12 :00 魚津市健康センター

胃がん検診 一般市民 毎週水曜日 9:00-11 :00 黒部保健所 但料金し7700識0以円」ニ無料

;商 教 室 一般市民
2月9日(刈 13 : 00 -15 : 00 

魚津市健康センター 3回修了者のみDE 2月25日(禍 9:30-15 :00 

。がん検診希望者は、事前に魚津市健康センター(⑫3999)へお申し込みください。予定数に達したら締切ります。



広報うおづ (16)

おしらせ市
職
員
(
業
務
員
)

を
募
集

市
で
は
、業
務
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
者
は
2
月
1
日
間
か
ら
2
月
日

日
間
ま
で
履
歴
書
(
市
販
の
も
の
で

本
人
の
履
歴
と
家
族
の
状
況
が
記
載

で
き
る
様
式
)
に
写
真
を
は
っ
て
、

総
務
課
職
員
係
へ
持
参
の
う
え
申
込

み
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
男
子

2
名
程
度

業
務
の
内
容
清
掃
業
務
等

応
募
資
格

学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
昭
和
お

年
1
月
1
日
以
降
に
生
ま
れ
た
男
子

で
市
内
に
住
所
を
有
し
、
自
動
車
運

転
免
許
の
所
有
者
に
限
り
ま
す
。

児
童
手
い
で
の
改

正

小
学
校
入
学
前
の
児
童
に
支
給

児
童
手
当
が
改
正
さ
れ
て
、
今
年

の
4
月
か
ら
小
学
校
入
学
前
の
お
子

さ
ん
を
2
人
以
上
も
っ
て
お
ら
れ
る

方
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。認
定
請
求
の
手
続
を
2
月
か
ら
3

月
中
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
デ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

市
で
は
邸
歳
以
上
の
在
宅
虚
弱

老
人
を
対
象
に
入
浴
・
給
食

・
リ

ハ
ビ
リ
等
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
回
数
は
週

一
回
で
送
迎
を
致
し
ま
す
。
利
用

料
金
は
中
食
代
を
含
ん
で
一
団
側

円
で
す
。

申
込
先
市
社
会
福
祉
課

宮
②
2
2
0
0
内
線

m

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ
|

|

内
職
の
仕
事
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ノ
.

市
役
所
商
工
観
光
課
内
に
は
「
内
職
相
談
コ
ー

ナ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
富
山
県
婦
人
就

業
援
助
セ
ン
タ
ー
よ
り
委
嘱
さ
れ
た
相
談
員
が
毎

週
火

・
水

・
金
の

3
日
間
内
職
相
談
に
応
じ
て
お

り
ま
す
。

現
在
、
内
職
を
希
望
さ
れ
て
登
録
さ
れ
て
い
る

方
が

1
3
0
名
お
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
半
数
の
方

が
仕
事
に
就
い
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
仕
事
を
求

め
て
い
る
方
も
多
数
お
り
ま
す
。

市
内
の
事
業
所
で
内
職
に
出
す
仕
事
が
あ
れ
ば

期
聞
の
長
短
に
か
か
わ
ら
ず
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

(
連
絡
先
市
役
所
内
職
相
談
コ
ー
ナ
ー

包
②
2
2
0
0
)

〈改
正
内
容
〉

。
対
象
児
童
(
臼
年
4
月
か
ら
)

2
人
目
及
び
3
人
目
以
降

1
義
務

教
育
就
学
前
の
児
童

。
手
当
額

2
人

目

月

額

2
5
0
0
円

3
人
目
以
降
月
額

5
0
0
0
円

詳
し
く
は
社
会
福
祉
課
ま
で

宮
②
2
2
0
0
内
線
問

・
凶
番

母
子
及
び
父
子
家
庭
の
義
務
教
育

終
了
さ
れ
る
児
童
の
激
励
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

整番理号 募集職種 年令 性別 賃金 地区 人貝 資そ格の経他験

1 営 業 25-50 男 15-25 万円 道坂 2 桝高卒機械以上経験、鉄者

2 運タク転シー手 45-60 男 10.2 本町 5 小免型併 2極

3 織一般械機訟械工計 18-35 男 14-35 吉島 7 普免

4 アミルックミ製ナ造セ工ラ 18-40 男 9.7-12.τ 横枕 10 不問

5 プッラク力ス日ユチニ -65 男 12.5-15.6 本新 l 不問

6 看護助手 20-40 女 10.5 大光寺 1 高卒以上

7 材アル組ミ建立 20-45 女 10-11 本新 4 不問

.8 アミルックミ検ナ査セ工ラ 18-40 女 9.1-9.4 横枕 10 不問

9 営配業達社員員 25-45 女 12-14.1 三ケ 3 普免

10 靴縫下製仕上工 20-40 女 10.7 本江 10 不問

く求人情報〉早急に人を求めています.グ
2
月
日
日
出

午
後
凶
時
j

M
時

大
町
公
民
館

(
旧
水
族
館
あ
と
)

な
お
当
日
は
-
記
念
品
贈
呈
や
楽
し

い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。

日場

時所

高
校

・
大
学

・
専
修
学
校
へ
進
学

さ
れ
る
方
で
、
母
子
福
祉
資
金
(
修

学
資
金
)
、
修
業
資
金
を
希
望
さ
れ

る
方
は
次
に
よ
り
申
込
み
く
だ
さ
い
。

。
申
請
書
提
出
日
2
月
1
日
1

3
月
刊
日

。
借
り
ら
れ
る
金
額

・
公
立
高
校
月
額
一
万
円

・
私
立
高
校
月
額
二
万
二
千
円

・
公
立
大
学
月
額
二
万
六
千
円

・
私
立
大
学
月
額
三
万
五
千
円

た
だ
し
日
本
育
英
会
等
の
他
の
奨

学
金
制
度
と
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

。
申
請
書
提
出
先

・
市
社
会
福
祉
課
へ

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
社
会
福
祉

課
へ
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

告
②
2
2
0
0
内
線
問
番

※くわしいことは、魚津公共職業安定所
<ft24-0365>へお問い合わせください。



*
志
願
期
間

た
ん

(
6
帖
用
、
色
、
緑
、
純
毛
)

マ
エ
レ
キ
ギ
タ
|
(
ソ
フ
ト
ケ
ー
ス

付
)
マ
へ
ア
l
ド
ラ
イ
ヤ
ー
大
)
マ
ジ

ー
プ
用
ス
キ
ー
キ
ャ
リ
ア
マ
電
気
カ

ー
ペ

ッ
ト

A
V
も
と
め
ま
す

マ
バ
イ
ク
(
印
∞
)
マ
ス
キ
ー
板
、

ス
キ
ー
靴

(
幻
側
)
マ
ラ
ジ
オ
カ
セ

ツ

L
S

2
月
お
日

ωか
ら

3
月
初
日
出
正
午
ま
で

O
通
信
制

仕
事
や
家
庭
の
都
合
で

毎
日
通
学
で
き
な
い
人
た
ち
が
学

ん
で
い
ま
す
。
主
に
自
宅
学
習
で

レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
、
登
校
は
月

2
1
4
回
で
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
や

学
校
行
事
が
あ
り
ま
す
。

*

学

科

普
通
科
(
男
女
)

*
志
願
期
間

2
月
お
日

ωか
ら

4
月
5
日

ω正
午
ま
で

O
専
攻
科
(
生
活
科
学
科
)

高
校
卒
業
以
上
の
女
子
を
対
象
と

し
て
、
保
母
資
格
取
得
に
備
え
る

保
育
コ

l

ス
と
、
調
理
に
つ
い
て

の
知
識
や
技
術
を
修
得
す
る
調
理

コ
l
ス
が
あ
り
ま
す
。

*
授
業
形
態

午
前

・
2
交
代
(
隔

週
で
午
前
、
午
後
に
通
学
)

夜
間
の

3
つ
が
あ
り
ま
す
。

(
調
理

コ
ー
ス
は

2
交
代
の
み

)

*
修
業
年
限

*
志
願
期
間

2
ヶ
年

2
月
幻
日

ωか
ら

3
月
初
日
出
正
午
ま
で

パ
ソ
コ
ン
実
一務
教
{
主

(同氏・町
九
初
級
コ

l
ス
)

行事・保健案内などは市政情報テレホンサービスft22-3600番ヘ

県
立
雄
峰
高
等
学
校
で
は
、
昭
和

臼
年
度
の
夜
間
定
時
制

・
通
信
制

・

専
攻
科
の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

O
夜
間
定
時
制

働
き
な
が
ら
毎
日

登
校
し
て
(
午
後

5
時
ぬ
分

i
9

時
)、
学
習
す
る
生
徒
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
完
全
給
食
(
夕
食
)
が

あ
り
ま
す
。

*

学

科

普
通
科
(
男
女
)
、
商
業
科
(
男
女
)

2
月
日
日

ω
l
m日
幽

4

日

間

午

後

5
時
半

1

8
時
半

魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
(
川
縁
地
内

・
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
横
)

マ

受

講

料

一

万

円

ご

日

に

つ

き

二
、五

O
O
円
)

マ

定

員

叩

名

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
は
、
同

セ
ン
タ
ー
ま
で
。

宮

@
9
5
7
9
(
午
後

1
時
か
ら

受
付
け
。
月
曜
日
は
、
休
館
日
)

マ
期
間

魚
津
建
築
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、

臼
年
度
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
訓
練
期
間

は
3
か
年
で
、
諸
経
費
は
事
業
主
負

担
と
し
ま
す
。

訓
練
修
了
者
に
は
、
県
知
事
の
認

定
修
了
書
が
交
付
さ
れ
、
国
家
試
験

2
級
技
能
士
の
受
験
資
格
な
ど
の
特

典
が
あ
り
ま
す
。

マ
申
し
込
み

3
月
白
日
ま
で

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
、
魚
津

市
北
鬼
江
仰
の

3

魚
津
建
築
高
等

職
業
訓
練
校
宮
②
5
0
7
8
へ
ど
う
ぞ
。

マ
場
所

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
市

総
務
課
、
不
用
品
活
用
相
談
所
ね

T
E
L
閥
2
2
0
0
(
内
線
加
)

実
施
地
域
:・
道
下
地
区
(
仏
田

・

北
鬼
江
)
。
点
検
に
は
県

L
P
G
協
会

魚
津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査

員
が
伺
い
ま
す
。

@
ω
5
3
4
0

今
日
の
安
全

・
安
心
は

元
栓
(
閉
止
弁
)
で
確
認
ノ

要

晶

-
ゆ
ず
り
ま
す

マ
ス
キ
l
板

(
l

m
布
仰
位
)
マ
机

(
ス
チ
ー
ル
製
、

2
脚
)
マ
じ
ゅ
う

グ富山県内の
.寸.

、 最低賃金決まるグ

最低賃金の件名
最低賃金額 適用

日額 時間額 年月日

富山県最低賃金 3，574 p: 447 p: 62.10. 1 

食料品等製造業 3，961 496 62.11.26 

繊維産業 3，778 473 62.12.29 

木材、木製品、家具等製造業 4，046 506 62.11. 29 

パルプ、紙、紙加工品製造業 4.064 508 62.11. 26 

出版、印刷業 4，120 515 62.12.11 

機械、金属製品等製造業 4.180 523 63. 1.14 

電気機械器具製造業 3，790 474 63. 1.14 

自動車整備業 4，086 511 63. 1.14 

却 売 業 4，076 510 62.12.31 

売 業 3，931 492 62.12.31 

くわしいことは、魚津労働基準監督署(ft22一0579)
へおたずねください。

1，276円

金太郎温泉

招待券 750枚

50，000円

30，000円

18，541円

50，000円

50，000円

61，638円

30，000円

5，000円

5，000円

30，000円

30，000円

200，000円

13，000円

30，000円

30，000円

50，000円

103，196円

130，000円

86，039円

50，000円

1，000円

20，000円

魚津善意銀行へのご寄付
く敬称略〉

※受付の順番で掲載していますが、紙面

の都合で一部次の号以降になります。

魚津ライオンズクラブ

会長 ・山崎 昭

浜多 j原市末広町

魚津郭声会会場募金

吉田文二本町二丁目

匿名

窪田初次吉野

(附ヤマサン代表者 ・山北重行

東京都足立区梅島

吉沢正一郎

東京都荒川区南千住町

魚住畠之友道

浜浦フジ新角川一丁目

吉島小学校児童会

山西太一弥源寺

普明会教団高岡支部

射水郡小杉町白石

新川高校生徒会

宮原悦子三ケ

(有)魚津銀金吉島

魚住一雄諏訪町

新川信用金庫信金会

北川 勲新金屋一丁目

加藤久晴本新

本江保育園保護者会

太田昭二真成寺町

神倉勝昭住吉

石坂道夫住吉

広報うおづ。め
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印刷/魚津印刷株式会社

圃置-置ヨ・
人(前月対比)

23，963 (+ 4) 

25，959 (+ 12) 

49 ，922 (+ 16) 

13，756世帯

200.75kw 

7.9km 

編集/企画広報室

(12月末現在)

人口(男)

(女)

計

世帯数

市の面積

海岸線


